
書院生のフルンボイル調査を中／~＼に

〔若手研究者発表会〕

〔論文〕 ~ 

~ 

書院生のフルンボイル調査を中心に

愛知大学東亜同文書院大学記念センター暁 敏

I. はじめに

東亜同文書院の学生（以下書院生）は、 20 世紀

初頭から半世紀近く、中国において大規模な調査

を実施した。その調査範囲がほぼ中国全土に及ん

でおり、数多くの貴重な資料を残している。これ

らの資料は、言うまでもなく近代中国の社会経済

の研究に大いに有益である。

その中で、書院生が現在の中圏内蒙古自治区東

北部に位置するフルンボイル（呼倫員爾）地方に

おいて数回の調査を実施している。同地域は、ロ

シア、中国の二大勢力に挟まれた地域で、歴史上

中国、ロシア（ソ連）、および日本が抗争を繰り

返す舞台となった。さらに、 1939 年に同地域に

おいては、現在の日本とモンゴルとの外交関係の

中で、避けて通れない出来事「ノモンハン事件」

が起きている。従来、政治・軍事上において、各

政権に重要視されてきた地域である。

こうした地理的地域的特性をもっフルンボイル

は、明治時代から日本側の注意を引く地域であっ

た。書院生が同地域において調査を実施する前の

段階から、書院生以外の日本人もこの地域で多く

の調査を行なっている。その調査の成果として、

数多くの調査資料が残されている。これらをまと

めた研究には、吉田順一の「日本人によるフルン

ボイル地方の調査一おもに畜産調査について一」 l

がある。これ以外に、フルンボイル地域を含む内

モンゴルにおいて書院生が実施した調査などをま

とめた研究には、森久男、ウルジトクトフの「東

亜同文書院の内蒙古調査旅行」 2 がある。

筆者は『オープン・リサーチ・センタ一年報』

第 2 号と第 3 号にて、「書院生のフルンボイルに

おける調査旅行」 3 と「書院生によるフルンボイル

に関する調査報告書」 4 の題で、フルンボ、イルにお

ける書院生の調査旅行誌およびその調査報告書を

取り上げ、書院生の調査などについて検討してみ

た。

本稿では、上記の二つの研究を総合して、加筆

しながら『東亜同文書院大旅行誌』（オンデマン

ド版） 5 の関係各巻と書院生が調査旅行を実施した

後に作成した調査報告書を取り上げて、書院生の

調査旅行のいくつかの特徴などを提示してみた

し h。

II. 書院生によるフルンボイルの調査旅行

「東亜同文書院大旅行誌」を見る限り、書院生

がフルンボイル地域で最も早く調査を実施したの

は、 1925 年に実施した第 22 期生の「北満及園

境調査班」 6 によるものである。その調査の具体的

な道順は、上海一青島－済南一北京一大連一吉林

ーハルピン一同江一大黒河一愛理一チチハルー満

洲里ーハイラル一平壌で、ある。

フルンボイルについて、書院生は主にハイラル

と満洲里の両市の周辺を見学した。まず、鉄道を

使って満洲里まで行き、在満洲里日本領事館を訪

ね、現地事情の聞き取りを行なった。次に、農商
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務省から派遣された志水氏に案内され、満洲里市

で日本人が経営する試験農園と国境付近を見学し

た。次の日の朝、満洲里からハイラルに向かい、

ハイラルでハイラル公園と洗毛場を見学した。今

回の調査旅行は、フルンボイルで、の滞在時間が短

かったため、記述として少なかった。

しかし、上記の案内人である志水氏は、志水語

氏だったかもしれない。同氏は、 1925 年前後、

『満蒙』などの雑誌でいくつかのフルンボイルに

関する研究論文を発表している7。各論文の著者

名のところにおいては「満洲里一志水語」と書か

れている。年代と志水氏の滞在場所などをあわせ

て考えると上記の案内人志水氏は志水語氏である

ことが推定できょう。仮に本当に同一人物であれ

ば、志水氏は当時のフルンボイルの事情に詳しく、

書院生が彼の話を通して詳細な現地事情と情報を

得ることができたと考えられる。しかし、報告書

においては、フルンボイルに関する記述は見られ

なかった。

1931 年、第 28 期生の「露支園境遊歴班」 8 は、

鉄道で満洲里に入札そこからハイラルに戻った。

ノ＼イラルから馬車で草原に行き、モンゴ、ル人の生

活を見た。「大旅行誌」において、「中東鉄道事

件」 9 後の満洲里とハイラルの町の悲惨な状況につ

いて触れ、「フルンボイルの独立」 10 についても記

述している。さらに、草原まで同行したプリヤー

ト・モンゴル人との会話が記録されている。

一方、同じく第 28 期生の「黒龍江省遊歴班J 11 

は、先にハイラルで下車し、そこから満洲里に向

かうルートを選んだ。彼らはハイラルに着いた後、

「H召和盛」という雑貨店を経営する日本人島田氏

に世話になった。次の日に一行は島田氏とプリ

ヤート・モンゴル人夫婦に案内され、馬車で草原

へ向かった。翌日にハイラルから満洲里へ移動し

た。一行は満洲里の在満洲里日本領事館で「露支

園境遊歴班」のメンバーと合流した。のちに、両

班は、領事館に勤める書院の先輩福間氏12 に、満

洲里駐在武官上回大尉と満洲里領事館警察署長を
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紹介され、満洲里の現地事情について聞き取りを

行なった。同グループの旅行誌において、上記の

「露支閤境遊歴班」と同じように上記中東鉄道事

件後のハイラルと満洲里の町の様子について触れ

ている。また、ハイラル市の商業状況やフルンボ

イルの種族についても記しており、満洲里での聞

き取りの内容および岡市の当時の状況などについ

て相当詳しく紹介している。また、旅行誌の記述

を通して、「中東鉄道事件」後と「満洲事変」前

のフルンボイル地域の状況を知ることができる。

1932 年になると、書院生の第 29 期生の第 2

班13 と第 6 班14 の 2 グループがフルンボイルを訪

れている。第 2 班と第 6 班の道順は同じく、先に

満洲里に到着し、在満洲里日本領事館を訪ね、書

院の先輩の山崎氏15 と福間氏に会った。山崎氏の

紹介で、在満洲里特務機関の小原氏と国境監視隊

の宇野隊長を訪問し、現地および外モンゴルの事

情を尋ねた。こののち、ハイラルに向かい、山崎

氏の紹介でフルンボイル蒙古政庁の顧問を務める

猪之口氏を訪ね、現地事情を伺った。その後、第

2 班はハイラルを離れ、ハイラルの西南に位置す

るガンジュルスム（甘珠爾廟）、将軍廟およびさ

らに南のハロンアルシャン（モンゴル語の「温泉」

の意味）に向かつて出発した。

一方、第 6 班は、ハイラルに残り、ハイラル警

備隊の守島警備隊長と面会し、モンゴル兵の訓練

を見学した。また、前述の「昭和盛J の島田氏を

訪ね、現地の経済事情を伺った。両班の旅行誌に

おいて、フルンボイルの政治や経済などについて

触れており、満洲里の国境付近の事情についても

詳しく記述し、当時、満洲事変後の「ソ満」国境

の事情等を理解するのに参考となるものである。

今回の調査をもとに作成した報告書－は、『第 26

回支那調査報告書』、『第 3 巻』の「呼倫貝爾事情」

の題として手書き原稿 27 枚の量でまとめられた。

その内容の構成は、「呼倫貝爾事情」、「行政組織

の有様」、「住民の有様」、「人口密度及び其分布状

021J、「主要都市」、「呼倫貝爾の牧畜業につい



て」、「生活状態」、「蒙古犬」、「道路と交通」、「蒙

古000指導者の傾向」と、十の部分からなる。

その後 1933 年になると、第 30 期生の「海位

爾調査班」 16 は、ハイラルに着いた後、北上して

フルンボイルの三河地方を訪ねた後、そこから南

下してハイラルに戻って満洲里を向かい、さらに、

満洲里からハイラルに戻り、ハイラルに 2 週間ほ

ど滞在した後、南のガンジュルスムとハロンアル

シャンに出かけていった。ハイラルから満洲里に

向かう途中、同班のト部義賢と松見慶三郎の両氏

は、石炭で有名なダライノールの町を訪ねた。

今回の調査旅行において、「海位爾調査班J は

書院生で初めてフルンボイルの北部に位置し、当

時フルンボイルにおいて唯一の農耕地帯で、自系

ロシア人が多く住む三河地方に足を踏み入れた。

また、同調査班は書院生で最も長く（滞在期間が

一ヶ月以上）現地に滞在し、ハイラルを拠点にし

てフルンボイルの南北を踏破し、その調査範囲が

書院生のフルンボイル調査の中で一番広い範囲に

及んだ。

旅行誌において、調査した地域の状況について

記述しただけではなく、フルンボイルの地理、人

口、歴史、行政などについても触れている。

その後、調査の成果として『第 27 回支那調査

報告書』第 25 巻「三河地方及北部国境地方調査

班」の報告書としてまとめられた。間報告書にお

いて、三河地方および北部国境地方、南部フルン

ボイル、満洲里の事情、フルンボイルの畜産につ

いて詳細に記述している。同時に、この報告書は

書院生による本格的な「フルンボイル調査報告書」

として、評価されるべきものである。その具体的

な内容については、本稿の後半において取り上げ

て論じることにする。

1934 年、第 31 期生の「札闘屯・免渡河・満

州里調査班」 17 は、まず、ハイラルに到着し、そ

こから満洲里に入札満洲里から再び、ハイラルに

戻り、ハイラルからフルンボイル南部に位置する

ガンジュルスムとハロンアルシャンに出かけた。

書院生のフルンボイル調査を中心に

その後、班員の奥田重信が一人でハロンアルシャ

ンから歩いて興安嶺の南麓を横断して索倫を向

かった。旅行誌に、ソ連のチタから帰満した者か

ら伺ったチタの現地事情、満洲里のモンゴル騎兵

団、ガンジュルスムにおける定期市（いち）につ

いての記録が含まれている。今回の調査旅行は行

きと帰りも東支鉄道を使った他の調査班と違っ

て、帰りに一人の書院生がハロンアルシャンから

直接南のルートでフルンボイルを後にしたのであ

る。その報告書は、『第 28 回支那調査報告書』、

『第 25 巻』、「札蘭屯・免渡河・満州里調査班」と

して残されている。

続いて、 1935 年、第 32 期生の「龍江省景星

勝・泰康懸調査班」 18 は、フルンボイルを通過し

ただけなのか、あるいは他の何かの理由で旅行誌

においてフルンボイルについての記述が見られな

かった。

日I. 旅行誌からみた書院生によるフルンボイル

調査の特徴

こうしてフルンボイル地域に全 8 コースの調査

旅行を実施した書院生が残した記録は、当時の現

地情報を把握する意味で貴重であることは言うま

でもない。これらのフルンボイル地域で、実施した

全 8 コースの調査旅行の記録を総合して、書院生

によるフルンボイル調査の特徴をまとめることが

できる。以下において、書院生によるフルンボイ

ルにおける調査旅行のいくつかの特徴を整理して

みる。

第一に、鉄道を有効に利用したこと。フルンボ

イルの東西を貫くような東支鉄道が存在したた

め、書院生は比較的奥地であるフルンボイルでの

調査旅行がある程度安易にできたと言える。書院

生のフルンボイルに入るルートとしては、ほとん

ど東支鉄道を使い、ハイラルあるいは満洲里に到

着している。フルンボイルから帰途につく場合も、

第 31 期生の「札蘭屯・免渡河・満州里調査班」

を除いて、ほとんど東支鉄道を使っている。また、
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東支鉄道線に存在するハイラルと満洲里の両市を

拠点に馬車や車を利用して踏査旅行を実施したの

である。

第二に、フルンボイルにおいて、書院独自の人

的ネットワークが存在していた。書院生によるフ

ルンボイル調査の始まりは 1925 年からである。

実際には、本格的に毎年フルンボイルに出かけて

いくようになったのは 1931 年から始まった。

1931 年に満洲事変が勃発し、その後満州国が建

国され、フルンボイル地域に満州国を構成する興

安北省が設置された。そのため、日本人が当局に

便宜を与えられ、フルンボイル地域に簡単に入る

ことができたことが考えられる。

しかしながら、学生が国境地域に出かけて自由

に調査することがそれほど簡単なことではなかっ

たと考えられる。そこで、現地に存在するのは書

院独自の人的ネットワークである。前述したよう

に、書院卒業生の山崎誠一郎領事と福間徹外務省

職員が満洲里に勤務しており、彼らは書院生の調

査旅行にさまざまな便宜を与えた。このようにし

て、書院生のフルンボイル調査が無事かつスムー

ズにできたと言える。また、このことから書院卒

業生関の深いつながりをうかがい知ることができ

る。

第三に、書院生は、フルンボイルに到着後、ま

ず現地の日本の諸機関あるいは日本人から情報を

収集し、それから自分たちの踏査旅行を実施した

のである。書院生は、フルンボイルに到着後、単

に領事館など機関を通じて現地情報を手に入れる

だけではなく、現地の日本人の様々な話を聞き、

さらに調査のための情報や資料を充実化した。こ

れらを踏まえて、現地で自分達が実際に見たある

いは確認したものを記している。さらに、フルン

ボイルの奥地まで出かけ、現地の人々（モンゴル

人）とも色々な形で接触し、そこから得た情報を

も記録している。

例えば、 1934 年、第 31 期生の「札蘭屯・免

渡河・満州里調査班」の旅行記の「脅威す可き蘇
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聯のスパイ網」において、以下のような当時の満

洲里でのソ連諜報活動についての記述がみられ

る。

「日本の特務機関の某軍曹が満洲里の特務機関

勤務となって三月の五日に来満し、三月の十日に

所用があって蘇聯領事館を訪問したら故意か偶然

か既に同軍曹の寓真が机上に置かれて在り而も金

歯の本数迄調査してあったと云ふのである」

この記述を見る限り、なぜ学生である書院生が

このような情報を得ることができたのかという素

朴な疑問が浮かぶ。この疑問を解くには、上で述

べたように、書院生が現地に到着後、東亜同文書

院の独自の人的ネットワークを通して、あるいは、

現地の日本機関を訪問して情報収集をおこなって

いたことがヒントを与えてくれる。

第四に、調査範囲が次第に拡大していったこと

である。書院生のフルンボイル調査は、最初のハ

イラルと満洲里の周辺における調査から、フルン

ボイル南部のハロンアルシャン、北部の三河地方

まで拡大していった。

具体的には、 1925 年の第 22 期生による調査

は、満洲里とハイラルの近辺にとどまった。

1931 年の第 28 期生による調査は、満洲里とハ

イラルの近辺から草原へと踏破調査範囲を伸ばし

た。 1932 年の第 29 期生の調査は、フルンボイ

ルの最南端であるハロンアルシャンまで行った。

1933 年の第 30 期生による調査は、南のハロン

アルシャンにとどまらず、さらに、北の三河地方

まで調査範囲を拡大していった。こうして、調査

範囲の拡大によって、調査が深化され、記録内容

も次第に充実化されていったのである。

最後にもう一つだけ付け加えるならば、書院生

の調査地は国境付近に集中している点である。も

ちろん、フルンボイル地域全体が国境地域で、はあ

るが、その中で、書院生が足を踏み入れた地方は、

ほとんど国境に隣接している地域である。たとえ

ば、満洲里は中ロ国境都市である。ハロンアル

シャン周辺は中蒙国境に隣接している。三河地方



は中ロ国境に位置している。しかし残念ながら、

現段階においてこの点についての具体的な理由は

不明である。

ここまで、主に、書院生の旅行記を中心に、そ

の調査旅行のいくつかの特徴を提示してみた。こ

れらの旅行記とは別に、調査報告書においてはさ

らに興味深い点がいくつ存在する。以下において、

調査報告書を取り上げて議論していきたい。

IV. 書院生のフルンボイル調査報告書

一一「海蛇爾調査班」による調査報告書について

書院生の調査の中で、満州国が建国されて初め

てフルンボイルにおいて調査を実施したのは第

30 期生の「海位爾調査班」である。さらに、こ

の「海投爾調査班」は、上でも述べたように書院

生で初めてフルンボイルの南北を踏破し、同地域

において唯一の農耕地帯であり、白系ロシア人が

多く住む三河地方において詳細な調査を行なっ

た。また、同調査班は書院生の中で、フルンボイ

ルで最も長く滞在し、フルンボイルの南北を踏破

し、その調査範囲が書院生のフルンボイル調査の

中でも一番広い範囲に及んだ。

その後、調査の成果として『第 27 回支那調査

報告書』第 25 巻「三河地方及北部国境地方調査

班」の報告書としてまとめられた。同報告書にお

いて、三河地方及び北部国境地方、南部フルンボ

イル、満洲皇の事情およびフルンボイルの畜産に

ついて記述している。同時に、この報告書は書院

生による本格的な「フルンボイル調査報告書」と

しての価値が極めて高いと言える。

上記から見ると、フルンボイルにおける書院生

による調査の中で、滞在期間と調査範囲から見て

も、「海位爾調査班」による調査が一番全面的で

あるため、ここでその調査報告書19 を取り上げて

具体的にその内容などについて検討してみる。

その報告書の具体的な構成は、

「第 l 編三河地方及北部国境地方J

（手書き原稿 100 枚）

書院生のフルンボイル調査を中，t; Iこ

「第 2編南部呼倫貝爾の概説」

（手書き原稿 26 枚）

「第 3編呼倫員爾に於ける省産調査J

（手書き原稿 30 枚）

「第 4編満州里概説」

（手書き原稿 10 枚）

「第 5編海位爾に於けるトルコタタルに就いて」

（手書き原稿 5 枚）

と、 5 部構成からなる。

間報告書の内容構成から見ると、全体で手書き

原稿 170 枚程度であるが、第 1 編の「三河地方

及北部国境地方」の部分が約全体の半分以上の分

量を占めている。

その章立ては、「第 1 章興安省北分省（旧呼

倫貝爾）三河地方」、「第 2章興安省北分省（旧

呼倫員爾）北部国境地方」の 2つの章によって構

成されている。

第 1 章の「興安省北分省（旧呼倫員爾）三河地

方」の内容構成は以下の通りである。

第 I 節地勢

第2節人口

第3節交通

第4節産業

第 5節商業及び金融

第 6節風俗及び民度

第7節文化施設

第8節三河地方の警備状態

第 9節三河地方の将来

全体が九つの節によって構成されているが、第

2 章の「興安省北分省（旧呼倫員爾）北部国境地

方」の節の構成は、上記の第 I 章と同様である。

ここで、第 l 章の内容を具体的に取り上げて、

いくつか興味深い点について確認してみたい。

まず、調査を実施する人員構成のことである。

今回のフルンボイル調査の人員構成については、

「視察調査参加分署員名

高波騎兵第壱旅団長閣下

星騎兵連隊長閣下及小川副官殿
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護衛兵、下士官以下十名

海位爾特務機関ヨリ一名、同協和会ヨリー

名、通訳ー名

同憲兵分隊ヨリ二名、同文書院海投爾班四

名、他ニ

乗用自動車二綱及トラック二綱」

との記録が見られる。すなわち、書院生は日本の

軍、警察、諜報機関である特務機関、さらに協和

会などと一緒に調査を実施したことが確認でき

る。なおかつ、憲兵隊など兵隊の護衛のもと調査

を行なったことがわかる。

次に第 4 節の「産業」の項目について確認して

みると、中には「農業」、「牧畜業」、「林業」、「工

業」、「鉱産業」などの内容が含まれており、とり

わけ「牧畜業」について相当詳細な「部落別の

牛・馬・羊の頭数表」の記録がある。さらに、そ

の調査の信滋性を高めるために、第一資料として

は「ダラガツェンカ20 警察署調査資料」、第二資

料としては書院生の海控爾班員の調査資料、第三

資料としては部落付近の住民の所有概数として推

算したものという 3 つの資料を利用し、三河地方

の正確な牛・馬・羊の頭数を示そうとした。そこ

で、一つ興味深いことは、書院生がダラガツェン

カ警察署の調査した資料を自由に使えたという点

である。

また、最後の第 9 節においては、三河地方の将

来について「アドバイス」なり「提言」なりの記

述が見られる。その一部の内容は次のようなもの

である。

「日満両国00此地00満州国の王道主義0

0烏刺爾22 方面へと延長00基礎00作0

0である」。

すなわち、書院生はフルンボイルでの現地調査

を踏まえ、最終的に国境地帯である三河地方の日

本にとっての重要性を強調している。

これらのような報告書に含まれる具体的な内容

を確認すると、書院生によるフルンボイルに関す

る調査報告書は、完成度の高い報告書であったと
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認めざるを得ない。これを可能にしたのは、①書

院生がフルンボイルに到着した後に現地の日本の

諸機関（警察および特務機関など）から情報を収

集できたこと②これらの資料を自由に利用でき

たことである。このことが精度の高い報告書の作

成につながったのではないかと考えられる。

以上、書院生の「海技爾調査班」によるフルン

ボイルでの調査旅行と彼らによって作成された報

告書について具体的に確認してきた。したがって、

書院生の調査旅行の「性格」、あるいはその「特

殊性」の一端を提示することができた。

しかし、「海技爾調査班」によるフルンボイル

の調査に対していくつかの素朴な疑問が残る。以

下、そのいくつかの疑問についてまとめておきた

し h。

第一に、なぜ日本の軍、警察、諜報機関などと

一緒に調査を実施した点。言い換えれば、単なる

「調査旅行」なのにどうしてこれらの機関が同行

しなければならなかったのかということである。

第二に、資料および情報収集の問題。

第三に、調査の時期と意義に関する疑問。

第一の「なぜ日本の軍、警察、諜報機関などと

一緒に調査を実施した点」については、残念なが

ら現段階においてその経緯などについて説明でき

ない。

第二の「資料および、情報収集の問題」について

は、書院生は軍、警察関係・特務機関などからの

情報収集を行なったと考えられる。たとえば、前

述したように三河地方の牧畜業の家畜頭数表を作

成にあたり、書院生は「ダラガツエンカ警察署調

査資料」を活用していた。このことが当時書院の

「存在の特殊性」のー側面を見ることができる。

というのは、筆者はこれまでフルンボイルに関

する日本語の報告書などを丹念に収集してきた。

この時期の報告書や出版物と言えば、だいたいマ

ル秘あるいは極秘になっており、「普通の学生」

では、なかなか見られないものが多い。このこと

から、「書院生」だから日本の軍、諜報機関から



情報を収集できたのではないかなと考えられる。

そして、第三の「調査の時期と意義に関する疑

問」ではあるが、三河地方の特殊性は、まず国境

地帯で、同時に白系ロシア人の居住地域でもあり、

そしてフルンボイルの唯一の農耕地滑で、もある。

すなわち、当時、三河地方は農耕地帯であるため、

その後の満蒙開拓国の入植予備地の性格をもっ。

実際には、この三河地方に本格的に満蒙開拓団が

入植し始めたのは、 1936 年からのことである2\

このことと関連付けて言えば、この 1933 年の時

点でおこなった書院生による調査は、ある種の

「予備調査」の性格をもっ。

管見の限り、書院生による三河地方での調査は、

比較的早い段階の調査であり、その参考価値はか

なり高かったと言える。要するに、早い段階で実

施した書・院生による調査およびその後に作成した

調査報告書、いわゆる調査の成果が、どういうふ

うに他の機関などに利用されたのかについては不

明だが、他機関の調査に参考となる部分が多かっ

たのではないかと考えられる。

これらを総合してみると、書院生のフルンボイ

ル地域あるいは三河地方で実施した調査について

は、いくつかの疑問が残されたが、返ってこれら

の疑問がある意味で書院生の調査旅行の「性格」

あるいはその「特殊性」の一端を説明しているの

ではなかろうか。

V. おわりに

本稿では、書院生がフルンボイル地域でおこ

なった調査旅行について検討してきた。旅行記と

調査報告書をあわせて確認しながら、その調査の

いくつかの特徴および疑問点を提示してみた。そ

の中で、旅行記に記載している内容は、書院生の

感想、などがメインで、それを確認すると若い学生

たちが現地で楽しく調査したことがわかる。しか

し、調査旅行後に作成した調査報告書を確認する

と、書院生の記述が大体当時の日本の大きな方針

と「同調」していたことが伝わってくる。いわば、

書院生のフルンボイル調査を中JI）に

国のための調査であったという性格をもつもので

ある。

これまで、書院生の調査報告書を活用した研究

は、それほど盛んではなかった。その理由として

は、資料の公開の問題と、手書き原稿であるため

読み取り困難の問題が存在していると考えられ

る。

実際には、調査報告書を活用しながら研究を進

めていくと、当時の当該地域の地域像はもちろん

のこと、それとは別に、本稿で提示したようない

くつかの書院生による調査の特徴が浮かんで、く

る。今後においては、これらの作業を中心に進め、

より総合的に書院生の調査を検証していきたい。
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